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 本調査事業の概要 

 本調査事業の背景と目的 

日本は「アジア健康構想」「アフリカ健康構想」を提唱し、医療・介護・予防・健康の増進

に資するヘルスケアサービス及びインフラ整備等からなる「裾野の広い富士山型のヘルスケ

ア」の実現を相手国との協力の下、海外展開することを目指している。 

令和元年度事業として実施された『海外展開を視野に入れた「ICT デバイスを活用したス

マートヘルスケアシティ」のモデル策定等に関する調査』（以下、「過年度調査事業」とい

う）では、「ウェアラブルデバイス」やそれらを利活用するための「ソフトウェア」及び「デ

ータ管理システム」等の現状について調査を行い、日本国内で実施されている ICT 遠隔医療

における医学的見地を踏まえたそれらの利活用方法（以下「ユースケース」という）を取り

まとめた。 

また、令和 2 年度事業として、日本とヘルスケアにおける二国間協力覚書を締結している

フィリピン、インド、インドネシア、ベトナムの 4 か国を対象に、オンライン国際カンファ

レンスが実施された。本オンライン国際カンファレンスでは、過年度事業で取りまとめたユ

ースケースの一部の紹介を行い、各国の医師からは ICT 遠隔医療やユースケースへの高い関

心が示された。 

上記の背景を踏まえて、『ICT 遠隔医療ユースケースの現地訴求可能性調査』（以下、

「本調査事業」という）では、ユースケースのアジア諸国への展開を見据えて、フィリピン

における ICT 遠隔医療に関する展示会イベントを実施した。フィリピンにおいて、今後の

ICT を利用した医療を取りまとめる役割をフィリピン大学 医学部が担うことが想定される

ため、同医学部のユースケースに関連する診療科医師を対象にした簡易的な試用やデモンス

トレーションを通じて、現場からの試用感等のフィードバックを収集し取りまとめを行う。 

さらに、フィリピンにおける ICT 遠隔医療の推進にあたって、ICT 遠隔医療のサービス提

供体制の構築に係る連携アイデアを取りまとめ、フィリピンの実情に即した形でアイデアを

共有していくためのディスカッションを行った。 

本調査事業では、上記の取組を通じて、フィリピン現地にある既存の ICT 遠隔医療サービ

ス拠点との連携の可能性も視野に入れ、日本の ICT 遠隔医療サービスの海外展開を加速する

ことを目的としている。  
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図表 1-1 本調査事業の実施背景と目的・主な取組  

 

 実施体制 

本調査事業は、有限責任監査法人トーマツが内閣官房 健康・医療戦略室から受託し、事務

局として業務を取り行った。 

本調査事業では、フィリピンにおける展示会と、ICT 遠隔医療に関する日比政府間のオン

ラインカンファレンス（以下、「カンファレンス」という）の開催に向けて、日本及び、フィ

リピンの関係者と協議・連携しながら実施した。 

国内では、ICT 遠隔医療に知見を有する有識者と、九州大学病院アジア遠隔医療開発セン

ター（以下、「TEMDEC」という）の助言を得ながら、展示会やカンファレンスの企画・運

営を行った。また、ユースケース提供企業とも連携しながら業務を実施した。 

フィリピンでは、フィリピン大学医学部と事前協議を行った。また、現地主体との調整・

コミュニケーションが重要な要素である本調査事業においては、在フィリピン日本国大使館

とも連携しながら業務を遂行した。各連携主体の詳細は本節にて後述する。 

 

図表 1-2 本調査事業の実施体制  

 

業務背景 業務実施の目的

◼ 我が国は「アジア健康構想」「アフリカ健康構想」を提唱し、医療・介

護・予防・健康の増進に資するヘルスケアサービス、インフラ整備等から

なる「裾野の広い富士山型のヘルスケア」の実現を相手国との協力の

下、海外展開することを目指している。

◼ 2019年に、フィリピンと二国間協力覚書が締結され、想定される協力

分野に「ICTを利用した医療」が例示されている。

◼ フィリピンではニュークラークシティ（NCC）への首都移転が計画されて

おり、同覚書に基づく具体的な協力事業として、「スマートヘルスケア

シティ」の構築を目指し、ICT を利用した日本の医療を質の高いインフ

ラ整備と一体的に整備・展開していくことに、フィリピン政府は強い関

心を示している。

◼ 昨年度の調査事業（ICTデバイスを活用したスマートヘルスケアシティの

モデル策定等に関する調査）日本国内で実施されたICT遠隔医療の

ユースケースをとりまとめ、フィリピンを含むアジア諸国（覚書締結国）

へ紹介を行った。

◼ NCCにおける医療施設のグランドデザインを策定する役割をフィリピン

大学医学部が担っていることを踏まえ、フィリピン大学医学部の医師と

連携して診療科毎に該当するユースケースを紹介し、簡易的に使用い

ただき、そのうえでフィードバックを得る。

◼ また、フィリピンでICT遠隔医療を推進するにあたっての運用の在り方や、

基盤整備等に関して日本の事例を紹介しつつ、フィリピンの実情に即

した形で提案していくためのディスカッションを行う。

フィリピン大学医学部の診療科に対して

有効なユースケースを提示し、ユースケース

の有効性・実運用に関する課題点を具

体的に把握できるようなやり取りを行う

個別ユースケースを診療科毎の

医師と日本側メンバーとでフィリピ

ン大学での利用可能性やその障

壁について具体的に把握する

NCCにおけるスマートメディカル/ス

マートヘルスケアシティの施策・事

業に関連する現地主要機関も含

めた議論の受け皿を構築

展示会を行ったユースケースを中心

に実運用を想定した、ICT遠隔医

療のサービス提供体制の構築に係

る連携コンセプトを練り上げる

該当する

診療科の専門医への

ユースケースの紹介

ユースケースの

展示会を通し

た有用性、導

入障壁の把握

ICT遠隔医療

における体制・

基盤構築での

連携のあり方

展示会の

結果共有から

フィリピンへの展

開の布石

連携

スマートヘルスケアシティに関する関係機関

日本側 ユースケースの展示会の実施 フィリピン側

二国間協力覚書の協力分野であるICTを利用した医

療を、ユースケースを起点とした遠隔医療のサービス提

供体制やそれに伴う情報基盤のコンセプトを提示する

ユースケースを起点とした海外展開に向けた議論

診療科の医師に対象ユースケースを利用してもらい、フィリピンの

医療現場での実運用に有効性、課題点、試用感等のフィード

バックを得ることで、今後の展開に向けた議論を深化させる

ユースケースの試用に基づく有用性や課題点の共有
ICT遠隔医療のサービス提供体制連携に向けて、

ユースケース実運用を想定した場合の人的リソース

やIT基盤に関する現状と課題の認識共有を図る

ICT遠隔医療サービスの提供体制の構築連携

内閣官房

健康・医療戦略室
事務局

◼アジア健康構想の政策推進

◼ユースケースの海外展開と政策との整合

◼現地関係機関との連携対話

◼業務方針の設計

◼有識者との情報共有

◼ユースケース提供企業との連携

◼フィリピン大学医学部との連携

確認・了承

業務方針ご提示

九州大学病院
アジア遠隔医療開発センター

連携

日本側有識者

昨年度有識者および

以下視点により4名

情報共有

（個別MTG含む）

日本側会合運営

参画検討

◼フィリピン大学とのネットワーク連携

◼オンラインカンファレンスのナレッジ連携

◼展示会における医療的視点での考察連携

◼ ICT遠隔医療サービスの展開コンセプト検討での連携

①遠隔医療サービスを活用されている

②海外展開を視野に入れた議論への参画

ユースケース提供者

ユースケース

A

ユースケース

B

ユースケース

C

展示会実施に

向けた調整

事前調整、ネットワーク連携
フィリピン大学医学部

診療科

A

診療科

B

診療科

C

展示会に係るサポート

例：在比日本大使館

例：JICA/JETRO現地事務所

例：JOIN（海外交通・都市開発事業支援機構）

例：BCDA（Bases Conversion and Development Authority）

オンラインによる会合（1回程度）

連携

ユースケースの実運用に向けた課題・ICT遠隔医療サービス提供に係る体制構築連携

展示会に係る連絡窓口

①展示会の連携打診（ヒアリング含む）

②デモ実施方法案の整理
③フィリピン大学を交えたMTG
④展示会に必要な機器の輸送手配

適宜連携

デモ実施期間

における各種サポート

デモ参加者
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① 日本における有識者 

本調査事業の国内有識者として、ICT デバイス及び遠隔医療に関して知見を有する下記の

4 名の協力を得て、計 2 回に渡ってオンライン形式による有識者会合を実施した。有識者の

選定に当たって、ICT遠隔医療の知見に加えて、過年度調査業務から連携している湯元昇氏・

宮川一郎氏、遠隔医療分野の国際連携に取り組んでいる森山智彦氏、医療情報や ICT 基盤構

築に関して知見を有する安徳恭彰氏を、本調査事業の有識者として選定した。有識者の氏名・

所属組織及びは下表に記載している。 

 

図表 1-3 本調査事業の国内有識者の氏名・所属  

# 氏名 所属・役職 

1 湯元 昇 国立循環器病研究センター 産学連携コーディネーター 

2 宮川 一郎 医療法人習志野台整形外科内科 理事長・院長 

3 森山 智彦 九州大学病院 アジア遠隔医療開発センター センター長 

4 安徳 恭彰 大分大学 医学部付属病院 医療情報部 准教授 

（順不同・敬称略） 

 

② 本調査事業のアドバイザー・TEMDEC 

上述の国内有識者に加えて、本調査事業では遠隔医療分野における大学及び大学病院を窓

口とした国際連携がテーマとなっており、展示会及びカンファレンスの準備に関する事務局

のアドバイザーとして、九州大学病院 アジア遠隔医療開発センター（TEMDEC）と連携して

事業を実施した。TEMDEC の組織概要と取組に関しては下記に記載している。 
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図表 1-4 TEMDEC の組織概要・取組1 

 

 

③ フィリピンにおける関係者及び協力団体 

上述の日本国の関係者に加えて、本調査事業ではフィリピン大学医学部と協議を重ねて、

展示会の実施やカンファレンスを取り行った。フィリピン側のコンタクトパーソンとして、

下記フィリピン大学に所属の 3 名の医師と事前協議を実施した。また、本調査事業では在フ

ィリピン日本国大使館とも、情報共有や協議を行いながら展示やカンファレンスを取り行っ

た。  

 

図表 1-5 フィリピン大学の関係者・コンタクトパーソン 

#  氏名 所属・役職 

1 
Dr. Ana Melissa 
Hilvano-Cabungcal 

◼ Assistant Associate Dean for Planning &Development, 

University of the Philippines College of Medicine 

2 Dr. Angela Aguilar  

◼ Clinical Associate Professor at the Department of 

Obstetrics and Gynecology 

◼ Assistant to the Dean for External and International 

Linkages, University of Philippines College of Medicine 

3 
Dr. Raymond Francis 

Sarmiento  

◼ Director of the National Telehealth Center, University 

of the Philippines National Institutes of Health 

◼ University of the Philippines Medicine’s Medical 

Informatics Unit, Clinical Assistant Professor 

（順不同） 

 

 
1 出典：TEMDEC.「TEMDEC について」https://www.temdec.med.kyushu-u.ac.jp/about/overview.html（2022/3/24） 

 

© 2022. For information, contact Deloitte Tohmatsu Group.出所：https://www.temdec.med.kyushu-u.ac.jp/about/overview.html1

TEMDECの概要

名称

所在地

設立年度

設立の背景・

取組

福岡県福岡市東区馬出3丁目1-1
九州大学病院北棟2F

九州大学病院国際医療学部

アジア遠隔医療開発センター

Telemedicine Development Center of Asia

（TEMDEC）

2008年

✓ 世界に張り巡らされたインターネットと、最新の技術を

駆使して、諸外国の医療機関との間で様々な分野の
遠隔医療教育を行う事を目的として設立。

✓ 設立以降、各国の医療スタッフ・エンジニア等との協
力関係の構築に取り組んでいる。

✓ 主な取組としては、国際間のウェビナーや症例検討会

の他、手術や内視鏡の動画配信等も実施している。

✓ 様々な医療分野における専門家の最新の医学知識

や経験、先進的医療技術を、世界中の医療スタッフ

と共有する事で、海外からの遠隔医療相談にも積極
的に取り組んでいる。

遠隔医療教育

コンテンツの開発

遠隔診断

アジア遠隔医療

活動の事務局

新技術の

研究開発・導入

技術・運用サポート

◼ プログラムの作成

◼ システムの準備・調
整

◼ 遠隔地同士での診

療相談や患者輸
送の事前調整

◼ より多くの施設へ、

より良い画像伝達
を実現

◼ 医療以外の分野と
の連携

◼ 先端アジア太平洋
ネットワーク(APAN)
医療グループの中心
的存在

◼ 運用のアドバイス・

サポート、遠隔会

議室・各種教材の
貸出

【国際医療部アジア遠隔医療開発センター】 【TEMDEC会議室】

TEMDECの主な取組内容
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 全体スケジュール  

本調査事業では、2021 年 10 月から 2022 年 3 月の約半年間で各業務を実施した。当初、

2021 年内に第 1 回展示会、及び日本側の有識者会合を、2022 年 2 月中旬までに ICT 遠隔医療

に関するカンファレンスを実施することを予定していた。 

図表 1-6 当初想定した本調査事業の全体スケジュール  

 

しかし、新型コロナウイルスの影響を受けて、展示会の開催会場の選定、及びデバイスの

海外輸送、フィリピン大学との基本事項のすり合わせに一定の時間を要した。その為、業務

当初に想定されたスケジュールに対して、プロジェクトの進捗状況やフィリピン大学側の要

望を踏まえて、スケジュールを調整し、関係機関と連携しながら確実な業務遂行を図った。

図表 1-7 で示した通り、スケジュールを各関係機関と調整後、フィリピンでの展示会は、2022

年 2 月の中旬に実施され、日本国内の有識者会合は同年の 1 月（1 回目）と、2 月（2 回目）

に開催された。また、展示会の実施結果報告会と ICT 遠隔医療に関する日比両国間オンライ

ンカンファレンスは同日開催となり、3 月の中旬に開催された。 

図表 1-7 実際の本調査事業の全体スケジュール  

 

令和3年（西暦2021年） 令和4年（西暦2022年）

10月 11月 12月 1月 2月 3月

⑴フィリピン側へのユースケースの紹介

⑵フィリピン側での展示会の実施

⑶展示会の実施報告会の開催

⑷ICT遠隔医療サービス提供体制・
基盤等検討

⑸報告書の作成

実施報告会の開催

展示会の開催

1回目日本側

有識者会合
2回目日本側

有識者会合

両国間オンラインカンファレンスの開催等

報告書の執筆

ユースケース企業の意

向確認及びフィリピン

大学側との調整

令和3年（西暦2021年） 令和4年（西暦2022年）

10月 11月 12月 1月 2月 3月

項目（1）

フィリピン側へのユースケースの紹介

項目（2）

フィリピンにおける展示会の実施

項目（3）

展示会の実施報告会の開催

項目（4）

ICT遠隔医療サービス提供体制・

基盤等検討

項目（5）

報告書の作成

時間軸

調査内容

フィリピン大学との調整

ユースケース企業の意向把握

デバイス等の現地輸送

関係者機関との本調査事業の概要共有

展示会の企画設計

展示会の実施

会場手配、参加者調整、事前リハーサル

オンラインカンファレンス企画骨子の検討

第1回

国内有識者会合

第2回

国内有識者会合

実施報告会の開催

企画設計、関係者の調整

両国オンライン会合
（実施報告会と同日開催）

連携アイデアの検討、内容調整

報告書の作成

国内有識者の委嘱相談・選定

構成案の検討

会合スケジュールの調整

プログラムの企画設計
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本調査事業では、主要な会議・イベントとして、日本国内の有識者会合を 2 回、フィリピ

ンでの展示会を 2 回、ICT 遠隔医療に関するカンファレンスを 1 回実施した。各会議・イベ

ントの実施スケジュールと概要は以下に記載している。 

 

図表 1-8 本調査事業での主要な会合・イベント 

開催日 名称・開催方法 主要な議題・プログラム 

2022 年 

1 月 19 日（水） 

第 1 回国内有識者会合 

（オンライン） 

◼ 過年度及び本調査事業の概要説明 

◼ フィリピンの保健医療分野・遠隔医

療分野の現状説明及び日本企業の事

業展開機会の紹介 

◼ カンファレンスでフィリピン側に提

示する連携アイデアのポイントに関

する意見交換 

2022 年 

2 月 17 日（木） 
第 2 回国内有識者会合 

（オンライン） 
◼ 展示会の準備状況の説明 

◼ カンファレンスの開催概要の説明 

◼ カンファレンスでフィリピン側に提

示する連携アイデアの更新案に関す

る意見交換 

◼ 今後の展望に関する意見交換 

2022 年 

2 月 22 日（火） 
第 1 回展示会 

（会場＋オンライン） 

◼ 各ユースケース企業のプレゼンテー

ション、製品のデモンストレーショ

ン、質疑応答、アンケート実施 

2022 年 

2 月 26 日（土） 
第 2 回展示会 

（オンライン） 
◼ 各ユースケース企業のプレゼンテー

ション、質疑応答、アンケート実施 

2022 年 

3 月 15 日（火） 
ICT 遠隔医療に関するオ

ンラインカンファレンス

（Philippine-Japan Online 

conference on ICT 

Telemedicine） 

（オンライン） 

◼ 展示会実施結果の報告 

◼ 展示会実施の総括（フィリピン大学

の医師からフィードバックを受領） 

◼ フィリピン大学 National Telehealth 

Center の取組の紹介 

◼ 連携アイデアの紹介 

◼ 今後の連携の在り方等に関する意見

交換 
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 ユースケースの選定と展示会・カンファレンスの実施に向

けた協議 

 本年度業務で取り扱うユースケースの絞り込みプロセス 

前述の通り、昨年度の調査事業『海外展開を視野に入れた「ICT デバイスを活用したスマ

ートヘルスケアシティ」のモデル策定等に関する調査』にて、日本国内で実運用できている

ICT 遠隔医療のユースケースを 21 ケース取りまとめた。そのうえで、「ICT デバイス、ソフ

トウェア等を活用した遠隔医療の在り方」をテーマとするカンファレンスを実施し、フィリ

ピン、インド、インドネシア、ベトナムの 4 か国の医師に一部のユースケース（合計 6 ケー

ス）をオンライン形式のイベントで紹介し、各国の医師から高い関心が示された。 

本調査事業では、ユースケースの選定にあたって、昨年度の国際カンファレンスの反響を

踏まえ、①海外展開の即時性（サービス自体が海外展開に即時対応が可能である事）、②実

現可能性（既に国内や海外での実装実績を有する事）、③連携の確実性（本調査における展

示会への包括的な連携が可能な事）の 3 点も加味した。また、フィリピンの医療・保健分野

における主要課題の現状も踏まえて、フィリピン大学側と意見交換を実施しながら、現地の

ニーズに応えられるユースケースの選定を進めていった。 

図表 2-1 フィリピンの医療分野における主要課題及び考えうるソリューション 

 

 

上記の図表で取りまとめた通り、フィリピンの医療・保健分野における主要なニーズとし

て、①医療格差の是正、②医療インフラの補強、③遠隔医療の推進の 3 点が挙げられる。ゆ

えに、展示会で紹介するユースケースを選定する際に、医療従事者・専門医不足や地域の格

差の改善に資するかどうか、高度なシステムや通信インフラがなくても利用可能かどうか、

遠隔医療の普及の後押しに寄与できるかどうかの判断軸を重視した。 

このように、海外展開の即時性・実現可能性・連携確実性の 3 視点を加味して、フィリピ

ン現地のニーズに対応すると想定されるユースケースを選定した。さらに、昨年度の国際カ

◆ 医療従事者・専門医不足や地域

格差の改善に資するサービスの需

要がある。

医療分野における主要課題・ニーズの整理

医療格差の是正 医療インフラの補強 遠隔医療の推進

◼ 島国であることから首都圏に医療サービスが集中

しており、地域のアクセス格差がある。

◼ フィリピンの病床、医療施設、医療従事者数はマ

ニラ首都圏を含むルソン島に集中しており、国内

のヘルスケアサービスに顕著な格差が生じている。

◼ フィリピンの医療機関では医療従事者が不足して

おり、特に歯科医、栄養士、眼科医、理学療法

士、助産師、医療技術者等の専門職の医療従

事者数及び地域格差が顕著に表れている。

◼ 医療従事者はマニラやNCCがあるルソン島に集中

しており、ルソン島以外での医療従事者不足が

課題となっている。

◼ 医療機関で診察や診断に使用することのできる医

療機器に地域格差が生じており、特に高度な医

療機器はNCR（マニラ）に集中している。

◼ フィリピンの医療機関のほとんどがICTシステムの導

入のための予算や通信インフラが整っていないため、

高レベルの民間病院以外では導入が進められな

い状況にある。

◼ フィリピンの都市部が集中しているルソン島では5G

を含めた通信が開通しているが、その他の地方で

はインターネット回線が脆弱な場所が存在する。

◼ COVID-19を受けて遠隔医療サービスのニーズが以

前の4.5倍高まっている。

◼ フィリピンでは、病院、民間企業、保険会社のみ

ならず保健省も遠隔医療のニーズに対応するため

さまざまな取り組みを始めている。

◼ UHCとeHealthの実現に向けて遠隔医療を普及

する様々な公共事業が実施されている。

◼ フ ィ リピン大学の研究機関であるNational

Telehealth Center (NTHC)を中心に遠隔医療

サービスの開発が行われており、その一つのRxBox

は全国各地にて利用されている。

考えうるソリューション

◆ 高度なシステムや通信インフラを必

要としない医療サービスの需要があ

る。

◆ 遠隔医療の普及を後押しするサービ

スの需要がある。

１ ２ ３
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ンファレンスにて登壇した 6 ケースから、最終的に本調査事業として 3 ケースを選定した。

選定した 3 つのユースケースについては次節に記載する。 

 

図表 2-2 ユースケースの選定に係る要点の整理 

 

 

  

昨年度調査事業で取りまとめた

ユースケースリスト

国際カンファレンスで

登壇したユースケース

展示会の候補

1

2

3

21ケース

6ケース

3ケース

◼ 昨年度策定したユースケースリスト（21ケースのユースケー
ス）に対して、特に昨年度実施したオンライン国際カン

ファレンスへの登壇で連携した6ユースケースに焦点を当

て、その上で、下記視点より本調査において展示会の実

施連携の可能性を精査します。

✓ 視点❶：海外展開の即時性（サービス自体が

海外展開に即時対応可能）

✓ 視点❷：実現可能性（既に国内や海外での実

装実績を有する）

✓ 視点❸：連携の確実性（本調査における展示

会への包括的な連携）

◼ また、フィリピンの医療・保健分野における主要課題の

現状を踏まえて、現地のニーズに応えられるようなユース

ケースを選定することを念頭に置きます。

◼ 展示会の実施候補を選定するにあたっては、フィリピン

大学側との意見交換をも実施します。
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 対象となるユースケースの概要 

本調査事業では、前節に記載した選定基準を鑑みて、フィリピン大学医学部・フィリピン

総合病院の医師をはじめとするフィリピンへ紹介するユースケースとして、OUI Inc.の「Smart 

Eye Camera」、Melody International Ltd.の「分娩監視装置 iCTG」、Allm Inc.の「医療関係者間

コミュニケーションアプリ“Join”」の 3 つのユースケースを選定した。各ユースケースの概

要は下表に記載した通りである。 

 

図表 2-3 ユースケースの概要 

 

 

  

対象ユースケース ユースケース概要 製品イメージ

Smart Eye Cameraとスマートフォン

を用いた眼科疾患の遠隔診断

（OUI Inc.）

✓ スマートフォンにアタッチメントのカメラを装着し、画像を

専門医に転送する事で遠隔診断を行う。

✓ 白内障・結膜疾患・緑内障等、失明の原因となり

得るあらゆる眼科疾患の診断に活用可能。

妊婦の遠隔総合サポート

（Melody International Ltd.）

✓ 胎児モニターを用いて、胎児心拍・子宮収縮等のデー

タを計測して、Bluetoothでアプリに転送される。

✓ 妊婦の遠隔モニタリングが可能。

モバイルアプリを利用した遠隔診療

システム

（Allm Inc.）

✓ 医療関係者間コミュニケーションアプリ「Join」では病

院内外で画像を伴うコミュニケーションが可能。

✓ その他、アルム社は地域包括ケアシステム推進ソ

リューション「Team」、救命・健康サポートアプリ「my 

SOS」をも展開している。
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OUI Inc.の Smart Eye Camera は、iPhone 等のスマートフォンに装着して使うアタッチメン

ト式眼科診療機器である。本アタッチメントは、スマートフォンのカメラ及び光源を、眼科

診断に必要な光に変換する機能有する。また、本デバイスを活用する事により、眼科専門医

が使用する細隙灯顕微鏡と同等の精度で前眼部疾患の診断が可能になる。遠隔地・離島・地

方の医師が、スマートフォンで撮影した画像を本土・都市の専門医に送信し、遠隔からコン

サルテーションを行う事ができる2。 

 

図表 2-4 OUI Inc. Smart Eye Camera の特徴3 

 

 

Melody International Ltd.の「分娩監視装置 iCTG」は、胎児の心拍数や妊婦のお腹の張りを、

病院や自宅等で測る事が出来るデバイスである。妊婦のお腹にセンサーを装着し計測すると、

Bluetooth 接続で、スマートフォンやタブレットのアプリケーション内に結果が表示され、医

師や助産師等が診察に活用することができる4。 

 

 

 

 

 

 

 
2 出典：ASCII STARTUP.「眼科医の診断ロジックを iPhone で再現 スマホアタッチメント診療デバイス「Smart Eye Camera」」

https://ascii.jp/elem/000/004/055/4055172/（2022/3/24） 
3 出典：ASCII STARTUP.「眼科医の診断ロジックを iPhone で再現 スマホアタッチメント診療デバイス「Smart Eye Camera」」

https://ascii.jp/elem/000/004/055/4055172/（2022/3/24） 

株式会社 OUI.「OUI Inc.の Smart Eye Camera が CE マーキング」https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000014.000064389.html（2022/3/24） 
4 出典：メロディ・インターナショナル株式会社.「東南アジアでの「Melody i（周産期遠隔医療プラットフォーム）」クラウドサーバ運用

開始」https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000020.000038603.html（2022/3/24） 

SECの特徴・強み

◼ 概要：Smart Eye Camera（SEC）というアタッチメント式の機器をスマートフォンに装着して

使用する眼科疾患の遠隔診断システムである。

◼ 特徴・強み：SECはiPhoneのアタッチメントであり、取り付けることによって既存の細隙灯顕

微鏡と同様に眼瞼・角結膜・前房・虹彩・ 水晶体・硝子体の観察ができ、白内障などの眼

科疾患を診断することができる。

これまでの実績・海外での展開状況

◼ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構では「クラスⅠ」医療機器として登録している。

◼ 安全性、既存の細隙灯顕微鏡と同等の機能の証明、白内障、ドライアイ、アレルギー性結

膜疾患診断の有用性などについて複数の論文誌で発表している。

◼ AIでの画像解析によって前眼部の前房深度（角膜から水晶体までの距離）と急性緑内障

発作とも関連性のある狭隅角の評価も可能である。

◼ スマホで内に記録した診療データを用いて、ドライアイや白内障の自動診断AIの開発を進めて

おり、すでに90％以上の精度が出ている。

◼ ベトナムやマラウィ、モンゴル、ザンビア、コンゴ民主共和国で展開実績あり。

◼ 欧州連合地域（EU)で医療機器登録を行い、CEマーキングが可能となった。国際的な認知

度の高いCEマーキングにより、欧州市場のみならず、アジア・アフリカ地域においても、SECに

対する認知度・信頼度が更に高まることが期待される。
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図表 2-5 Melody International Ltd. 分娩監視装置 iCTG の特徴5 

 

 

Allm Inc.の「Join」は、医療関係者間コミュニケーションアプリであり、医療用画像管理シ

ステム等と連携し、必要な医療情報を共有することが可能になる。 

標準搭載された DICOM ビューワーで医用画像を閲覧でき、チャットに共有することで、

医師へのコンサルテーションツールとしての活用や、救急患者の転院の際に実施される病院

間連携・情報共有等にも利用されている6。 

  

 

 
5 出典：メロディ・インターナショナル株式会社.「東南アジアでの「Melody i（周産期遠隔医療プラットフォーム）」クラウドサーバ運用

開始」https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000020.000038603.html（2022/3/24） 

メロディ・インターナショナル株式会社.「海外活動」https://melody.international/business/overseas.html（2022/3/24） 
6 出典：Allm Inc.「医療 ICT ベンチャーのアルムが総額約 56 億円の第三者割当増資を完了 〜グローバル展開加速と国内サービスの更な

る拡大を目指す〜」https://www.allm.net/2021/04/05/9802/（2022/3/24） 

分娩監視措置iCTGの特徴・強み

◼ 概要：分娩監視装置iCTGは、IoT型胎児モニターであり、胎児の心拍数と妊婦のお腹の張り

を、病院や自宅などで測ることが出来るデバイス

◼ 特徴・強み：

✓ 装着型胎児モニターを用いて胎児心拍などのデータを測定し、Bluetoothでスマートフォンなどに

データを送信することでクラウドサーバを経由して高次医療機関に共有する。医師は送信された

データを基に遠隔から診察を行い、周産期患者の遠隔モニタリングも可能となる。

✓ 防滴性能を有しており、ケーブルレスなので、清浄や消毒が容易。

✓ 医療従事者の指導の下で、妊婦が自分自身で装着して、計測データはリモートで確認可能。

これまでの実績・海外での展開状況

◼ 2018年5⽉にクラス2医療機器の認証を取得した。

◼ 海外活動の代表例として、タイにおける妊産婦管理及び糖尿病のためのICT遠隔医療支援プロ

ジェクト」、南アフリカにおける妊産婦遠隔医療プラットフォームの開発が挙げられる。

◼ 2021年1⽉に、タイFDAライセンスを取得した。

◼ 「分娩監視装置iCTG」と「周産期遠隔医療プラットフォームMelody i」は、国内で約70の医療

機関、海外では7ヶ国で約90の医療機関に導入されている。
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図表 2-6 Allm Inc. Join の特徴7 

 

 有識者会合の開催 

本調査事業では、上述したユースケースを紹介する展示会の開催に加えて、ICT 遠隔医療

に関するカンファレンスも実施した。本カンファレンスでは、日本とフィリピンにおける遠

隔医療の連携アイデアについて、関係者との協議を実施した。カンファレンス開催の準備と

して、連携アイデアに関して日本の有識者と協議を行う事を目的に、計 2 回の有識者会合を

開催した。有識者会合の開催日時、及び主な協議事項は以下の通りである。 

図表 2-6 国内有識者会合の開催スケジュールと概要 

開催日 主な協議内容 

2022年 

1月 19日(水) 

◼ 過年度及び本調査事業の説明 

➢ 過年度における取組概要と、本調査事業の概要・目的・スケジ

ュール等に関して確認を実施した。 

◼ フィリピンの現状に関する調査結果 

➢ フィリピンにおける医療の現状や、ICT デバイスを活用した遠

隔医療の取組に関してのリサーチ結果を共有し、日本と比較し

 

 
7 出典：Allm Inc.「医療 ICT ベンチャーのアルムが総額約 56 億円の第三者割当増資を完了 〜グローバル展開加速と国内サービスの更な

る拡大を目指す〜」https://www.allm.net/2021/04/05/9802/（2022/3/24）/ 

Allm Inc.「アルム、医療関係者間コミュニケーションアプリ「Join」Web ブラウザ対応版を上市 〜マルチデバイス対応により医療連携を

加速〜」https://www.allm.net/2020/09/16/9232/（2022/3/24） 

Allm Inc.「アルム海外向けコーポレートサイトを新規開設」https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000011.000044577.html（2022/3/24） 

「Join」の特徴・強み

◼ 概要：医療関係者間コミュニケーションアプリ

◼ 特徴・強み：

✓ 医療用画像管理システムなどと連携し、必要な医療情報を共有することで診療が可能になる。

標準搭載されたDICOMビューワーで医用画像を閲覧、チャットに共有することで、医師へのコン

サルテーションツールとしての活用や、救急患者の転院の際の病院間連携・情報共有などにも

利用されている。

✓ また、リアルタイム動画配信やタイムトラッカーの機能も追加でき、病棟やICU、手術室の映像

のチェック、救急車の位置情報トラッキングで手術準備などの対応も可能である。

これまでの実績・海外での展開状況

◼ Joinのモバイルアプリ版に加え、PCのWebブラウザでの閲覧に対応したJoin Web版を開発し、

医師だけでなく、看護師・検査技師や放射線技師など医療関係者による幅広い活用が期待さ

れる。また、Join Web版の独自機能として脳波連携機能を追加し、脳波計から抽出したデータ

を共有、波形として表示させることもできる。

◼ 海外展開を積極的に推進し、これまで世界7カ国（米国、ドイツ、アラブ首長国連邦、ブラジル、

チリ、台湾、ルワンダ）に拠点を持ち、下記の19カ国へ医療ICTソリューションを提供してきた。ソ

リューション導入国として、日本、台湾、タイ、ロシア、米国、メキシコ、コロンビア、チリ、ペルー、ブ

ラジル、アルゼンチン、ドイツ、スペイン、スイス、フィンランド、アラブ首長国連邦、サウジアラビア、

南アフリカ共和国、ルワンダが挙げられる。

◼ 2021年4⽉にマレーシア現地法人としてAllm SEA sdn. bhd.を設立した。これにより、アルムのグ

ローバル拠点は世界8か国となった。
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た際のフィリピンの医療・インフラ面での留意点や、フィリピ

ンで実施されている RxBOX プロジェクトに関して調査する事項

について協議を実施した。 

◼ 連携アイデアの作成に向けた協議 

➢ カンファレンスで発表を予定する ICT 遠隔医療に関する日本と

フィリピンの連携アイデアの前提となる事項や、シナリオ案に

関して意見交換を実施した。 

2022年 

2月 17日(木) 

◼ 展示会の準備状況 

➢ 展示会の実施に向けて、日程・プログラム案・参加対象者等に

ついて確認を実施した。 

◼ カンファレンスの開催概要 

➢ 2022年 3月に開催されるカンファレンスに関して、日程・プロ

グラム案・参加者に関して確認を実施した。 

◼ 連携アイデアに関する協議 

➢ カンファレンスで発表する ICT 遠隔医療に関する日本とフィリ

ピンの連携アイデア案に関して意見交換を実施した。 

◼ 今後のスケジュールと展望  

➢ 展示会及びカンファレンスに向けた準備期間等、日程スケジュ

ールに関して案内し、確認を行った。 
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国内有識者会合はオンライン形式で実施し、開催の様子は以下の通りである。 

図表 2-7 国内有識者会合の開催の様子 

 

 

第 1回国内有識者会合 第 2回国内有識者会合 

 

 

事務局の説明の様子 有識者との協議の様子 
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 フィリピンにおける展示会実施 

 展示会の実施概要 

本調査事業の発足時は、日本からフィリピンへ対象となるユースケースの ICT デバイスを

輸送し、フィリピンにおいて診療に該当しない範囲で、ケーススタディとして試用する事（デ

モ実証の実施）を想定していた。しかし、フィリピン大学医学部の関係者へ協議を重ねる中

で、2021 年度時点において対象デバイスがフィリピンでの Food and Drug Administration（以

下、「FDA」という）の承認を取得していないという点からケーススタディとしての試用は、

困難であると指摘された。フィリピン大学医学部の関係者の意見を踏まえ、本調査事業では、

展示会という形式でフィリピンの医師に ICT デバイスの試用感を体感してもらうことで、今

回期待したフィードバックを得られると判断し、イベントを企画した。本展示会の目的・概

要・実施スケジュールは下表に記載する。 

図表 3-1 展示会の概要・スケジュール・目的 

 

 

第 1 回展示会は、フィリピン大学医学部の医師を対象とし、ハイブリット形式（フィリピ

ン側は対面参加又は希望者はオンライン参加、日本側はオンライン参加）で、フィリピン大

学内の会場で実施した。第 2 回展示会は、フィリピン大学の医師に加えて、フィリピンの公

立・私立病院・関連学会等の医師にも広くイベントの案内を送付し、オンライン形式で実施

した。なお、本展示会の計画当初は、第 1 回展示会は 2021 年度内の実施を予定していたが、

オミクロン株の感染拡大の影響を受けて、フィリピン大学、及び在フィリピン日本国大使館

等とも協議を行い、2022 年 2 月に延期とする事となった。また、第 2 回展示会は、当初は対

面開催を見込んでいたが、完全オンライン形式で実施する事となった。 

開催にあたっては、短期間で効果的に参加者への告知・申し込みを促すことを目的にイベ

ント広告を制作し、関係者に配布した。 

開催日時

イベント名称

開催形式

参加対象

実施会場

開催目的

展示会イベント

Demo Day -Exhibition of JapaneseTelemedicine Services using ICT devices-

◼開催日：February 22nd, 2022

◼時間帯：

13:00-17:15（PST）14:00-18:15（JST）

第1回展示会

◼開催日：February 26th, 2022

◼時間帯：

10:00-12:00（PST）11:00-13:00（JST）

第2回展示会

◼ 開催形式：ハイブリッド形式(対面×オンライン)

◼ 参加対象：PGHに所属する医師

◼ 実施会場：

Buenafe Hall, 3rd Floor Calderon Bldg, 

University of the Philippines, Manila

◼ 開催形式：完全オンライン

◼ 参加対象：PGHに所属する医師＋他医療機関に

所属する医師

◼昨年度のオンラインカンファレンスで紹介した日本の遠隔医療の事例紹介を踏まえ、本イベントでは機

器・アプリをデモンストレーションと称して参加者に見て・触ってもらい、機器・アプリの操作感を体験し

てもらう。

◼デモンストレーションを実施する事で、使用感等のフィードバックをもらい、今後のフィリピンでの展開に

向けた議論の足掛かりとする。

第1回展示会 第2回展示会
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図表 3-2 展示会イベント広告 

 

 

加えて、フィリピン側参加者に対して、円滑に参加申込が実施できるように Web 申込フォ

ームを構築し、上記の広告と合わせて案内を展開した。 
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図表 3-3 申し込みフォーム 

 
 

 第 1 回展示会の実施と結果 

第 1 回展示会は、フィリピン大学の医師を対象とし、フィリピン大学にて現地会場を設け

て開催された。第 1 回の実施概要は下表の通りである。 

 

図表 3-4 第 1 回展示会 実施概要 

日程 
2022 年 2 月 22 日（火） 

13:00～17:15（フィリピン時間）、14:00～18:15（日本時間） 

開催方法 
ハイブリット形式 

（フィリピンにて会場を設営し、日本からは遠隔で参加） 

フィリピンにおける会場 
Buenafe Hall, 3rd Floor Calderon Bldg,  

University of the Philippines, Manila 

対象参加者 フィリピン大学及びフィリピン大学病院に所属する医師 

 

第 1 回展示会を開催するに当たって、フィリピン政府の新型コロナウイルス感染対策やイ

ベントに関するガイドラインを確認し、ガイドラインを遵守する形でのイベント運営を行っ

た。 

また、本展示会の準備に関しては、フィリピン大学及び在フィリピン日本国大使館とも確

認・協議を行った。本展示会では、会場の使用率を 50%以内となるよう参加者の人数制限を



 

22 

設け、参加者の指手消毒や、物品の消毒、定期的な空気の換気を実施した。加えて、参加者

間で十分に距離を取れるように、会場の設営を行った。当日の会場レイアウトは下図に記載

している。 

 

図表 3-5 第 1 回展示会 会場の概要レイアウト及び様子 

 

 

 第 1 回展示会には、上述の第 2 章 2.2 対象となるユースケースの概要で記載の通り、OUI 

Inc. Melody International Ltd.、Allm Inc.の 3 社が登壇し、各社の製品技術・サービスに関して

紹介した。第 1 回展示会の全体概要プログラムは下表に記載した通りである。 

 

 

 

 

 

 

© 2022. For information, contact Deloitte Tohmatsu Group.6

デモ会場の設営イメージ（更新）

ディスカッションペーパー

展示会実施方法のイメージポンチ絵

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

1
0
ｍ
程
度

20ｍ程度

受

付

in

受

付

out

入口受付備品

◼ アルコール消毒

◼ 非接触温度計

◼ 配布資料

◼ 予備マスク

ユースケース１ ユースケース２ ユースケース３
3～5m
離隔

3～5m
離隔

関連資料
3～5m
離隔

ユースケースブース備品

◼ デバイス機器（１セット）

◼ サービス紹介パンフレット

◼ 医療現場での使用シーンの動画

第１回展示会

参加者が密にならないよう席を配置
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図表 3-6 第 1 回展示会 全体プログラム 

 

 

各ユースケース企業のセッションでは、サービス内容のプレゼンテーションに加えて、デ

バイス製品の使用方法及びデータの取得方法が効果的に伝わるように、アプリの画面共有や、

動画等を活用しながらデモンストレーションを実施した。 

第 1 回展示会は、フィリピンでの現地会場で参加した医師が、各ユースケースのデバイス

製品を実際に手に取り、デバイスやアプリの使用感を体験する場を準備した。各ユースケー

スのセッションの最後に設けた質疑応答のセッションでは、参加者からユースケースに関す

る多くの質問が挙げられ、活発な意見交換を実施することができた。 

第 1 回の展示会実施の様子は、以下の通りである。 

 

  

時間

プログラム フィリピン対応 日本対応

Philippines Japan

所要

時間

11:45

～

12:45

12:45

～

13:45

60min 会場準備・接続テスト DTP トーマツ

12:45

～

13:00

13:45

～

14:00

15min 会場受付 DTP トーマツ

13:00

～

14:15

14:00

～

15:15

75min Part１: OUI Inc.メインセッション ー OUI Inc.

14:15

～

14:30

15:15

～

15:30

15min 休憩/参加者の入れ替え DTP トーマツ

14:30

～

15:45

15:30

～

16:45

75min
Part２: Melody International 

Ltd.メインセッション
Leave a Nest メロディ

15:45

～

16:00

16:45

～

17:00

15min 休憩/参加者の入れ替え DTP トーマツ

16:00

～

17:15

17:00

～

18:15

75min Part３: Allm Inc.メインセッション ー アルム

17:15

～

17:45

18:15

～

18:45

30min 会場片付け・撤収 DTP ―

Part 1

Part 2

Part 3
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図表 3-5 第 1 回展示会 実施の様子 

  

Welcome Speech from Japan’s Cabinet 

Secretariat 

Opening Remarks from the Dean of the College of 

Medicine, UP 

  

Greetings from the Embassy of Japan in the 

Philippines 
OUI Inc. Demo session 

  

Melody International Ltd. Demo session Allm Inc. Q&A session 
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第 1 回展示会の参加者に関しては、各ユースケースのセッション Part に約 10～15 名程度

のフィリピン大学医学部及びフィリピン大学病院の医師等が出席した。 

参加者の主な属性は、OUI Inc.のユースケースサービスが対象となる眼科・視覚科学、Melody 

International Ltd.のユースケースサービスが対象となる産婦人科、Allm Inc.のユースケースサ

ービスが対象となる脳神経科学、外科、救急科の医師に加えて、耳鼻咽喉科、整形外科、地

域医療、Surgical Innovations & Biotechnology Laboratory（UP SIBOL）、学部長室等である。参

加者はデバイスやアプリ等の実機に触れたことで、ユースケースの使用方法や今後の活用に

ついても具体的な意見が寄せられた。 

図表 3-1 第 1 回展示会 参加者概要 

 

所属 参加人数 合計

Part 1

OUI Inc.

Ophthalmology and Visual Sciences 4名

11名

Otorhinolaryngology 2名

Public Health, Community Medicine 2名

Surgery 1名

Orthopedics 1名

Director's Office, Health Systems 1名

Part 2

Melody 

International Ltd.

Obstetrics and Gynecology 4名

12名

Surgical Innovations & Biotechnology Laboratory

（UP SIBOL）
2名

Director's Office, Health Systems 1名

Public Health, Community Medicine 1名

Surgery 1名

Orthopedics 1名

Ophthalmology and Visual Sciences 1名

eHealth, Health informatics (Department of Health) 1名

Part 3

Allm Inc.

Surgery 4名

15名

Neurosciences 3名

Orthopedics 2名

Emergency Medicine 1名

Public Health, Community Medicine 1名

Obstetrics and Gynecology 1名

Otorhinolaryngology 1名

Surgical Innovations & Biotechnology Laboratory

（UP SIBOL）
1名

Director's Office, Health Systems 1名
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第 1 回展示会の参加者からのアンケート結果としては、イベントの満足度は 5 段階中 4.48

という評価を得ており、各ユースケース企業の製品に関しても、今後の連携に関して多数の

前向きな意見が寄せられた。 

各製品のフィリピン大学、及びフィリピンでのニーズに関する質問では、回答者の内、半

数以上が「該当製品はフィリピン大学又はフィリピンでのニーズに合致している」と回答し

た。 

図表 3-7 第 1 回展示会 イベント満足度及び各企業製品へのニーズ 

 

 

ユースケースをフィリピンへ展開するにあたっての気づきや懸念点に関しては、各ユース

ケース共に「価格」との回答が多く、その他「通信環境等のネットワークの問題」や「病院

内当の IT システムに関する統合」、「人材育成の必要性」等の回答も見られた。 

 

図表 3-8 第 1 回展示会 フィリピンでの展開に向けた改善点・懸念点 

 

  

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Cost Network issues IT system
integration

Similar service
already

available in the
Philippines

Compatibility
with other

smart phones

Needs human
resource
training

Too difficult to
use

Others

フィリピンでの展開に向けた改善点・懸念点

OUI Inc.

Melody International Ltd.

Allm Inc.

（単位：投票人数）
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今後の連携に向けた質問に関しては、3 社のユースケース共に、全参加の内、約 70%の参

加者が試験的な活用や Proof of Concept（以下、「PoC」という）又は、企業との更なる協議に

関心があると回答した。 

各ユースケースへの意見に関しては、OUI Inc.の「Smart Eye Camera」のメリットとして、

製品の技術力（画像の鮮明さ等）に加えて、眼科医でなくとも本製品を活用して遠隔診療に

活用できる点が挙げられた。また、本デバイスを遠隔医療として活用することで、眼科医が

不足している地方部の医療水準の向上に寄与できるとの意見も寄せられた。 

 

図表 3-9 第 1 回展示会 OUI Inc. Smart Eye Camera のアンケート結果詳細 

 

 

 

また、Melody International Ltd.の「分娩監視装置 iCTG」は、妊婦の遠隔モニタリングに関

して、特にプライマリーヘルスケアや地方の保健センターでの活用に関して期待の声が多く

寄せられた。 

 

OUI Inc.

9

1
2

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

Interested in the
Test use or PoC

Interested in
consulting with the

company

Have no interest

Test Use・PoC実施への関心

（単位：投票人数）

✓利用方法が簡単で、良い画像が撮れる。

✓対応が困難な患者やじっと座ることができない患者の診断をサポートできる。

✓眼科医がアクセスできない地域の医療サービスの向上に貢献できることから、本製品は医師が地方にアプローチする
際に役立つだろう。

✓設備の整っていない地方にとって便利であると感じた。

✓プライマリーヘルスケアの向上に貢献できると感じた。

✓非眼科医でも、眼科医に患者を紹介することが可能で、かつ画像が鮮明であることからユーザビリティが高い。

本製品のメリット

本製品のニーズに関するコメント



 

28 

図表 3-10 第 1 回展示会 Melody International Ltd.分娩監視措置 iCTG アンケート結果詳細 

 

 

 

Allm Inc.の医療関係者間コミュニケーションアプリ「Join」に関しては、Viber 等の既存の

メッセージアプリケーションと比較して、データセキュリティ面でのメリットに関して意見

が寄せられた。例えば、本アプリを使用する事で、患者の医療画像を含めて情報が保護され、

安全なコミュニケーションが可能であることが評価された。また、病院間での連携促進に寄

与する点や、本製品の活用に前向きなコメントも見られた。 

  

Melody International Ltd. 

7

2
3

0
1
2
3
4
5
6
7
8

Interested in the
Test use or PoC

Interested in
consulting with the

company

Have no interest

Test Use・PoC実施への関心

（単位：投票人数）

✓ Rural Health Unitの能力向上に貢献できる。

✓地方には妊婦が多く、ほとんどが病院に行くことができないため本製品は有用である。

✓デバイスは手ごろな価格であれば、地方の保健センターの一部の役割を担うことが可能。

✓効率的で実用的である。

✓プライマリーヘルスケアの向上に寄与できる。

✓患者の遠隔診断が可能。

✓母子保健のワイヤレス・モニタリングが可能。

本製品のメリット

本製品のニーズに関するコメント
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図表 3-11 第 1 回展示会 Allm Inc. 医療関係者間コミュニケーションアプリ Join アンケート結果詳細 

 

 

 
 

イベント全体を通じて該当ユースケース企業への高い関心が寄せられ、参加者からは共同

研究・PoC の実施・企業との更なる協議に関して、多数の前向きな意見が見られた。また、

上述のユースケース以外に関する意見としては、耳鼻咽喉科の製品や、都市の医療課題に対

応できるソリューション、政府及び NGO が実施している地域保健プログラムを支援する製

品の紹介を期待するとの意見も寄せられた。 

  

12

2
1

0

2

4

6

8

10

12

14

Interested in the
Test use or PoC

Interested in
consulting with the

company

Have no interest

Test Use・PoC実施への関心

Allm Inc.

（単位：投票人数）

✓DICOM画像の遠隔閲覧で緊急時の迅速な治療を可能にする。

✓ JOINをInteroperability Labに紹介したい。

✓このアプリは、プロセスとシステムフローを促進することができるため、部門間や病院間の協力関係を加速することが可
能。

✓医師間のコミュニケーションを円滑にし、治療の質を向上させる。

✓ DICOM イメージの共有と分析が可能。
✓セキュアなコミュニケーションが可能で、患者のプライバシーを保護することが可能。

本製品のメリット

本製品のニーズに関するコメント
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図表 3-12 第 1 回展示会 今後の連携に向けたご意見 

 

  

今後の連携への期待

✓ 医療機器の設計・開発に関する研究活動の連携について関心がある。

✓ 紹介した製品の対面でのデモの実施やPoCの実施に向けた取組が進められると良いのではないか。

✓ より多くの会合を通じて連携関係を深めていけると望ましい。

✓ 早く製品を使用したい。

✓ PGHでの脳卒中のクリニカルパスに関する実験に関心がある。

展示会のご感想及び今後の連携に向けたご意見

製品への期待

✓ 神経科学分野の遠隔医療機器・技術に関する詳細な情報を提供してもらいたい。

✓ 耳鼻咽喉科の製品についても関心がある。

✓ 都市の医療課題に対応できるソリューションについても関心を持っている。

✓ 政府およびNGOの地域保健プログラムを支援する製品について取り上げてもらえると良いのではないか。
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 第 2 回展示会の実施と結果 

第 2 回展示会は、オンライン形式にて下記の日程で開催された。フィリピン大学及びフィ

リピン大学病院に所属する医師に加えて、フィリピンの公立・私立病院・関連医療学会・企

業等にも広く周知を行い、製品の専門診療科にあった医師を招き、ユースケースに対する意

見を収集した。 

図表 3-13 第 2 回展示会 実施概要 

日程 
2022 年 2 月 26 日（土） 

10:00～12:00（フィリピン時間）、11:00～13:00（日本時間） 

開催方法 オンライン形式 

対象参加者 
フィリピン大学及びフィリピン大学病院に所属する医師 

フィリピンにおける公立・私立病院・関連医療学会・企業等 

 

第 2 回展示会の全体プログラムは以下の通りである。ユースケース各社がプレゼンテーシ

ョン・デモンストレーションを実施した後に、質疑応答の時間を設けた。 

 

図表 3-14 第 2 回展示会 全体タイムライン 

 

時間

プログラム
フィリピン対応

（オンライン）

日本対応

（オンライン）
Philippines Japan

所要

時間

9:30
～

10:00

10:30
～

11:00
30min パネリストの接続確認 DTP トーマツ

10:00
～

10:02

11:00
～

11:02
2min 開会アナウンス DTP トーマツ

10:02
～

10:05

11:02
～

11:05
3min 挨拶・開催の趣旨説明 ― 内閣官房

10:05
～

10:25

11:05
～

11:25
20min OUI Inc. プレゼン＋デモ ― OUI Inc.

10:25
～

10:34

11:25
～

11:34
9min OUI Inc.質疑応答 ― OUI Inc.

10:34
～

10:35

11:34
～

11:35
1min ZOOM投票アンケート DTP トーマツ

10:35
～

10:55

11:35
～

11:55
20min Melody International Ltd. プレゼン＋デモ Leave a Nest メロディ社

10:55
～

11:04

11:55
～

12:04
9min Melody International Ltd. 質疑応答 Leave a Nest メロディ社

11:04
～

11:05

12:04
～

12:05
1min ZOOM投票アンケート DTP トーマツ

11:05
～

11:25

12:05
～

12:25
20min Allm Inc. プレゼン＋デモ ― Allm Inc.

11:25
～

11:34

12:25
～

12:34
9min Allm Inc. 質疑応答 ― Allm Inc.

11:34
～

11:35

12:34
～

12:35
1min ZOOM投票アンケート DTP トーマツ

11:35
～

11:40

12:35
～

12:40
5min アンケート記入 DTP トーマツ

11:40
～

11:45

12:40
～

12:45
5min 本イベントの所感・閉会挨拶 ― TEMDEC

11:45
～

11:50

12:45
～

12:50
5min 閉会アナウンス DTP トーマツ

11:50
～

12:00

12:50
～

13:00
10min バッファー ― ―

メインプログラム
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第 2 回展示会の様子は以下に示す通りである。オンラインでの開催形式であったが、参加

者から多くの質問が寄せられ、活発な意見交換がなされた。 

 

図表 3-15 第 2 回展示会 実施の様子 

  

OUI Inc. 

Presentation/Demo session 

Melody International Ltd. 

Presentation/Demo session 

  

Allm Inc. 

Presentation/Demo session 
Closing Remark from TEMDEC 

 

本展示会では、フィリピン大学・フィリピン総合病院をはじめ、その他の病院や医療機関、

学会、民間企業等からも参加者があった。また、政府組織としては、フィリピン保健省、JETRO

マニラ事務所からも参加があった。参加者の所属組織と詳細に関しては下表に記載している。 
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図表 3-16 第 2 回展示会 参加者の概要 

 

 

第 2 回展示会の参加者からのアンケート結果では、「紹介した 3 企業のユースケースが、

参加者の所属機関・フィリピンのヘルスケア市場のニーズに合致するか」という質問に対し

て、半数以上の参加者から「各ユースケースに対してニーズがある」との回答を得た。 

 

図表 3-17 第 2 回展示会 イベントの満足度及び各企業製品へのニーズ 

 

 

フィリピンへの参入に向けた改善点・懸念点に関しては、第 1 回展示会と同様に「価格」

との回答が一番多かった、その他、「通信環境等のネットワークの問題」や「病院内当の IT

システムに関する統合」、「人材育成の必要性」等の回答も見られた。回答結果を踏まえる

参加者数 所属

University of the 

Philippines - Philippine 

General Hospital
14名

Emergency Medicine, Surgery, Obstetrics and Gynecology, College for 

Social Sciences and Philosophy, National Telemedicine Center

SLMC(St. Luke's Medical 

Center)
6名

Obstetrics and Gynecology, Surgery, Clinical Research, Medical Education 

Unit, Corporate Planning

他の医療機関/大学 5名

✓ University of Makati
✓ Cotabato Regional and Medical Center
✓ SLUH（Saint Louis University Hospital）
✓ Cardinal Santos Med Centered（Cardinal Santos Medical Center）
✓ CRMC（Cotabato Regional and Medical Center）

産婦人科・眼科学会 3名

✓ PSMFM（Philippine Society of Maternal Fetal Medicine）
✓ POGS（Philippine Obstetrical and Gynecological Society）
✓ PAO（Philippine Academy of Ophthalmology）

フィリピン保健省 2名
✓ Health Facilities and Infrastructure Development Team
✓ EHealth PMO

医療技術企業 2名
✓ MedSurgeTek,  Inc.
✓ Shiphealth Inc.

ジェトロ現地事務所 1名 ジェトロ・マニラ事務所

10

10

8

3

2

5

0 2 4 6 8 10 12

OUI Inc.

Melody International Ltd.

Allm Inc.

各ユースケースへのニーズ

No Maybe Yes

（単位：投票人数）

第２回

展示会イベントの満足度

4.46pt
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と、個別のユースケースの導入にあたって医療機関におけるデータ基盤の統一検討（電子カ

ルテとの連携等）に向けた議論が求められる。また、ユースケースを医療現場で使用するこ

とを想定した場合、オペレーションの検討等、ユースケースを担当する人材配置等が求めら

れる。 

 

図表 3-18 第 2 回展示会 フィリピンでの展開に向けた改善点・懸念点 

 

 

また、「企業からのフォローアップ連絡を希望するか」という質問に対しては、約 75%の

回答者が、企業からの連絡を希望すると回答した。 

 

図表 3-19 第 2 回展示会 企業からのフォローアップ連絡の希望 

 

 

 「試験的な試行・PoC の実施に関心があるか」という質問に対しては、各企業に対して約

8～9 名から、関心があるとの回答が寄せられた。 

  

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

Cost Network issues IT system
integration

Similar service
already

available in the
Philippines

Compatibility
with other

smart phones

Needs human
resource
training

Too difficult to
use

Others

フィリピンでの展開に向けた改善点・懸念点

OUI Inc.

Melody International Ltd.

Allm Inc.

（単位：投票人数）

10

3

企業からのフォローアップ連絡を希望するか

Yes

No

（単位：投票人数）
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図表 3-20 第 2 回展示会 PoC の実施に興味関心があるユースケース 

 

 

  

OUI Inc. 9

Melody International Ltd. 
8

Allm Inc. 10

1

PoCの実施に興味関心があるユースケース
（単位：投票人数）
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 ICT 遠隔医療に関するオンラインカンファレンスの開催 

 ICT 遠隔医療に関するオンラインカンファレンスの開催概要 

デモ実証の実施結果の報告と ICT 遠隔医療のサービス体制の構築に係る連携アイデアをフ

ィリピン保健省へ共有するため、3 月に「ICT 遠隔医療に関するオンラインカンファレンス」

を開催した。カンファレンスの開催概要は以下の通りである。 

 

① 開催日時・開催形式 

2022 年 3 月 15 日（火）日本時間 14:00-16:00（フィリピン時間 13:00-15:00）（オンライン） 

 

② 開催の目的 

展示会実施の報告を通じて、フィリピン保健省にユースケースのフィリピン大学医学部及

びその他の病院や医療機関、学会、民間企業等による期待の高さを理解してもらうこと、及

び ICT 遠隔医療の連携アイデアの説明・意見交換を通じて、具体的な連携内容やユースケー

スの実運用に向けて認識を共有し、今後の日比間連携のあり方の検討につなげていくことを

目的として開催した。 

 

③ プログラム 

第一部でデモ実証の実施結果の報告、第二部で今後の展望に関する提案・ディスカッショ

ンを行った。詳細なプログラムは以下の通りである。 

 

図表 4-1 「ICT 遠隔医療に関するオンラインカンファレンス」のプログラム 

 

  

時間
項目 登壇者

フィリピン 日本 所要

13:00~13:05 14:00~14:05 5分 1. オープニング

西村秀隆

内閣府健康・医療戦略推進事務局次

長

13:05~13:10 14:05~14:10 5分 2. 開会の挨拶

Dr. Mario C. Villaverde

Undersecretary,  Department of 

Health

13:10~13:15 14:10~14:15 5分 3. 参加者紹介 事務局（トーマツ）

13:15~13:35 14:15~14:35 20分 4. 展示会結果の報告 事務局（トーマツ）

13:35~13:50 14:35~14:50 15分 5. 展示会のフィードバック フィリピン大学医学部

13:50~14:00 14:50~15:00 10分 休憩 ―

14:00~14:15 15:00~15:15 15分 6. Natonal Telehealth Centreの現状と展望
Dr. Raymond Francis Sarmiento

Director, National Telehealth Centre

14:15~14:30 15:15~15:30 15分 7. ICT遠隔医療に関する今後の連携に向けて 事務局（トーマツ）

14:30~14:50 15:30~15:50 20分 8. 意見交換 ファシリテーター：事務局（トーマツ）

14:50~15:00 15:50~16:00 10分 9. 閉会の挨拶
中田昌宏

在フィリピン日本国大使館公使

P

A

R

T 

I

P

A

R

T 

II
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④ 出席者 

 カンファレンスの出席者として、フィリピン側からは保健省及びフィリピン大学（医学

部・総合病院・NTC）、日本側からは在フィリピン日本国大使館、ユースケース企業 3社、

有識者の参加を調整し、展示会のフィードバックや今後の連携について具体的な議論がで

きるような構成とした。また、オブザーバーとして関係省庁・機関に広くご案内し、以下

の省庁・機関から参加を得た。 

 

⚫ 日本側出席者 

# 氏名 所属・役職 

1 中田 昌宏 在フィリピン日本国大使館公使 

2 堀 和一郎 在フィリピン日本国大使館一等書記官 

3 中山 慎太郎  OUI Inc. Vice President of Global Business 

4 尾形 優子 メロディ・インターナショナル株式会社 CEO 

5 二ノ宮 敬治 メロディ・インターナショナル株式会社 CIO 

6 久間木 裕介 株式会社アルム チームプラットフォーム部 

7 
湯元 昇 

（有識者） 
国立循環器病研究センター 産学連携コーディネーター 

8 
宮川 一郎 

（有識者） 
医療法人習志野台整形外科内科 理事長・院長 

9 
森山 智彦 

（有識者） 
九州大学病院 アジア遠隔医療開発センター センター長 

10 
安徳 恭彰 

（有識者） 
大分大学 医学情報部 医学情報センター 准教授 

（敬称略・順不同） 
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⚫ フィリピン側出席者 

# 氏名及び所属・役職 

1 

保健省 

⚫ Dr. Lilibeth C. David, Undersecretary 

ほか保健省傘下の以下の局課・組織から 16 名 

⚫ Health Facilities and Infrastructure Development Team 

⚫ Knowledge Management and Information Technology Service から 

⚫ Food and Drug Administration, Center for Device Regulation, Radiation Health, and 

Research 

⚫ Health Facilities Enhancement Program 

⚫ Disease Prevention and Control Bureau 

⚫ Bureau of International Health Cooperation 

⚫ Jose R. Reyes Memorial Medical Center  

2 

フィリピン大学・フィリピン総合病院 

⚫ Dr. Angela S. Aguilar, Assistant Associate Dean for Planning &Development, 

College of Medicine 

⚫ Dr. Ana Melissa Hilvano-Cabungcal, Assistant to the Dean for External and 

International Linkages, College of Medicine 

⚫ Dr. Raymond Francis R. Sarmiento, Director of the National Telehealth Center 

ほか 5 名の医師 

 

⚫ オブザーバー（順不同） 

# 団体名 

1 フィリピン基地転換開発公社（BCDA） 

2 日本経済産業省 

3 日本厚生労働省 

4 株式会社海外交通・都市開発事業支援機構（JOIN） 

5 独立行政法人 国際協力機構（JICA） 

6 JICA フィリピン事務所 

7 独立行政法人 日本貿易振興機構（JETRO） 
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8 JETRO マニラ事務所 

9 一般社団法人 Medical Excellence JAPAN（MEJ） 

10 国立研究開発法人 国立国際医療研究センター（NCGM） 

 

⚫ 事務局 

# 組織名 

1 主催者 内閣官房 健康・医療戦略室 

2 事務局 有限責任監査法人トーマツ 

 

⚫ カンファレンスの様子 

  

内閣官房によるオープニング フィリピン保健省による開会の挨拶 

  

第 1 部：展示会の総括様子 第 2 部：Raymond 氏プレゼンテーション 



 

40 

  

第 2 部：意見交換の様子 在フィリピン日本国大使館によるクロージング 
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 展示会実施後の現地側からのフィードバック 

カンファレンスの第 1 部では、本調査事業で実施した展示会の概要、開催の様子、参加者

からのアンケート結果に関して、事務局より発表を行った。その後、第 1 回、又は第 2 回展

示会に参加したフィリピン大学の医師より、ユースケースや、今後の連携に向けた意見の共

有があった。 

ユースケースの技術力やメリットに関しては、製品を前向きに評価する意見が寄せられた。

また、該当ユースケースのフィリピンにおける活用に関しては、医療従事者等のリソースが

不足する地域において遠隔医療として活用することで、住民の医療サービスや医療アクセス

向上に寄与するとの意見が寄せられた。また、今後の連携に関しては、PoC や研究活動への

関心、更に日本側のカウンターパートとの協力関係の構築に関して期待する意見が寄せられ

た。参加者からの主な発言内容は以下の通りである。 

 

図表 4-2 カンファレンスにおける展示会・ユースケースに関する現地側からのご意見 

 ユースケースの技術力・メリットに関するご意見 

 ◼ 該当ユースケースの製品は、ポータブルで鮮明な写真及びデータを提供することができ、ユーザビリティ

が高いと感じた。 

◼ 該当ユースケースのサービスを利用することで、情報セキュリティ面でも安全に情報共有することがで

き、医師・専門家間のコラボレーションに寄与するだろう。 

◼ フィリピン内で、多くの人々が該当ユースケースを利用することで、その有用性はより高まるものと推察

する。 

 ユースケースのフィリピンにおける活用に関するご意見 

 ◼ 該当ユースケースは共通して、医療従事者・専門家・医師等の人的資源が足りていない地域におい

て、現地の医療サービスの向上に寄与し、医療サービスのアクセス改善に寄与できるだろう。 

◼ 該当ユースケースに関して、フィリピン大学やフィリピン大学病院、及び周辺の医療施設でどのように

活用できるか検討したい。 

 今後の連携に関するご意見 

 ◼ 該当ユースケースの PoC や試用に関心を抱いている。一定期間の試用を通じて、活用可能性を検

証したい。 

◼ 該当ユースケースを活用した研究活動の実施に関心を持っている。 

◼ 日本側のカウンターパートとの協力関係の構築を期待している。 
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 ICT 遠隔医療に関する今後の連携に向けた意見交換 

① National Telehealth Centerの現状と展望 

カンファレンスの中で、National Telehealth Center（以下、「NTC」という）のトップを務め

る Dr. Raymond Francis R. Sarmiento から、NTC の現状と今後の展望について発表いただいた。

主要な点は以下の通りである。 

まず、NTC はビジョンとミッションとして以下を掲げている。 

 

図表 4-3 NTC のビジョン・ミッション 

 

 

事業内容としては、遠隔医療サービスの設計・開発・実装に加え、電子カルテ、病院の IT

システム、医療アプリをはじめとする遠隔医療プロジェクトの実証やモニタリングも実施し

ている。主要なプロジェクトやこれまでの実績は以下の通りである。 

 

図表 4-4 NTC の事業内容・主要プロジェクト・実績 

 

 

今後の展望としては、遠隔医療によるサービス提供ネットワークの構築、病院やクリニ

ック、研究室、薬局のシステム等の連携、リアルタイムまたは自動で医療情報を共有でき

る体制の構築を目指している。 

  

ICT技術の活用を通して、医療サービスへのアクセス向上を目指す。

フィリピンおよび東南アジア地域における変革型デジタルヘルス研究・開発の権威として、効率的

なヘルスケアシステム構築に向けた拠点を目指す。

NTCのビジョン・ミッション

《事業内容》

• 遠隔医療サービスの設計、開発、実装。

• 電子カルテ、病院のITシステム、医療アプリ等をはじめ、遠隔医療関連
のプロジェクトの実証やモニタリングも実施。

《その他これまでの実績》

• 2018～2019年、Cavite市とBatangas市のプライマリーヘルスケアセン
ターとフィリピン大学の専門家の協力の元、韓国の延世大学とともに皮

膚科やリハビリテーション医学分野での共同研究を実施。

• 地域社会においてメンタルヘルスケアサービスにアクセスできない方にサー

ビスを届けるために、ハブアンドスポークモデルを用いて、フィリピンの訓練

された医療従事者による遠隔心理学指導を実施。COVID-19軽症
患者の抑欝と不安に対応するための、自然言語処理ベースの仮想アシ

スタントの設計・開発・実装も実施（DISPOプロジェクト）。
• 2019年、TEMDEC等とともに遠隔医療に関するイベント
「Telemedicine Symposium 2019」を実施。

• 2020年、遠隔医療の政策関連の関与事例として、フィリピンで初めて
のTelemedicine Practice Guidelinesを執筆。

• スタッフ向けに新型コロナウイルス感染症の臨床管理システムに関連し

た「e-Learning」教材を提供。

《主要プロジェクト》

• 遺伝性疾患に係る健康情報交換システムの開発

• モバイルアプリ上に電子カルテを提供する「rCHITS plus」の開発・実
装

• フィリピン大学病院の外来診療部門の電子化

• モバイル医療サービス「mHealth」のロードマップ策定
• 国家レジストリの立ち上げ

• 南部地域における遠隔医療対応のサービスデリバリーネットワーク

（SDN）の構築 等
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図表 4-5 NTC の今後の展望・計画 

 

 

② 今後の連携に向けた意見交換  

カンファレンス第 2 部の中で、今後の連携に向けた意見交換を行った。 

前半は、「ユースケースの臨床現場での有用性把握の為の連携アイデアについて」と題し

て短期的な連携についての議論が行われた。ユースケース企業からは、以下の図表のように

フィリピン大学病院（PGH）との今後の連携に向けた具体的な期待が表明され、それに対し

て PGH からは連携に対する前向きな姿勢及び政府間の枠組みの中で進めていきたいという

考えが示された。 

 

図表 4-6 ディスカッション前半の概要 

 

 

ディスカッションの後半では、「フィリピンでの遠隔医療におけるユースケースの活用可

能性や今後の展望」をテーマに、中長期的な連携について議論がなされた。以下図表のよう

に、フィリピン大学が開発に関与した RxBox におけるユースケースの活用可能性について、

フィリピン大学から「RxBox のセンサーから得た情報を遠隔で三次救急へ提供ができればよ

今後の展望・計画

⚫ 今後3年間の目標として、地域一次医療施設（Regional Health Units）、二次医療施設、三次医療

施設の連携を円滑にし、遠隔医療によるサービス提供ネットワークの構築を目指している。

⚫ 遠隔医療によって病院の管理情報システム、クリニックの電子カルテシステム、研究室のシステム、薬局の

システム等を連携させる目標も掲げている。

⚫ レジストリの立ち上げにも尽力しており、最終的には政府に対し疫学調査をはじめとするデータをリアルタイ

ムまたは自動で医療情報を共有できる体制の構築を目指している。

PGH

ユースケース企業
医療規制をクリアすると同時に、遠隔地と連携しながらパイロット・プロジェクトを実施

したい。フィージビリティスタディやPoCの取得等、今後の連携に期待。

現地との連携は少人数でコントロールできる規模から始めるのが良いと考えている。

フィリピン大学病院の診療科の方々と話し合い、パイロット・プロジェクトの範囲につい

て調整したい。国際的な医療の学術誌には掲載していただいているが、地域レベルで

のデータ収集も重要だと考えている。地域レベルでの研究プロジェクトも実施したい。

ユースケースの有効性を示すPoCの取得とともに、現地の医療規制や医療市場に関

する理解を深めたいと考えている。

フィリピン大学は日比間のMoCの下で活動するため、保健省のアドバイスをいただき

つつ研究の連携を行いたい。連携を進める上では保健省との協力は不可欠。

フィリピン大学病院のような三次病院へのアクセスが難しい遠隔地にいる産婦人科

患者へのフォローアップが必要と考えており、研究等を通して、遠隔医療によって医療

の質を向上できるか否かを確認したい。

有識者 遠隔医療には『Doctor to Patient』のほかに『Doctor to Doctor』があり、TEMDEC

は内部鏡検査や手術等の『Doctor to Doctor』教育プログラムを実施している。今

後、フィリピンの医師と連携し、ウェビナーやライブデモを通じて知見や経験を増やした

い。
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り有用であり、何らかの技術的連携ができれば、オペレーションや製造面等において貢献で

きる可能性がある」との前向きな発言があった。また、フィリピン保健省からは、日本との

ICT 遠隔医療における連携への前向きな姿勢とともに、政府間のアレンジメントの中で連携

を進めていくことへの期待が示された。最後に、内閣官房から ICT 遠隔医療を通じてより多

くのフィリピンの国民に質の高い医療サービスを提供できるとの考えと、日本企業とも連携

しながらヘルスケアの課題を解決していくことはアジア健康構想の柱であり、今後もフィリ

ピン保健省と連携しながらフィリピンの医療サービスの拡充に貢献していきたい旨を述べて、

意見交換を締めくくった。 

 

図表 4-7 ディスカッション後半の概要 

 

 

  

PGH
RxBoxのセンサーから得た情報を遠隔で三次救急へ提供ができればより有用であり、

何らかの技術的連携ができれば、オペレーションや製造面等において貢献できそう。

フィリピン保健省

日本はICT分野を主導しており、フィリピンのICTと遠隔医療のインフラの強化にあたっ

ても日本から知見をいただければ幸い。

フィリピンの保健システムを支援するために、将来的にICTデバイスや遠隔医療技術を

導入しようという日本の意図を受け止めた。

その観点からも、現在はICT能力の強化が保健省にとって重要。

ご紹介いただいたデバイスのUP・PGHとのPoCは、別の研究開発協力として追求する

ことができると考える。

UP・PGHが次のステップを決めるために必要な組織間のアレンジメントについては、日

本側からご示唆をいただければ幸い。UPからも情報を提供できる。

内閣官房

ICTデバイスを活用した遠隔医療は今後ますます重要。島国であるフィリピンと日本は地政学

的にも似ている部分があり、連携してこのテーマを検討していくことは大変意義がある。ICT医

療サービスをフィリピンで普及させていくことで、より多くのフィリピンの国民に質の高い医療サー

ビスを提供できるようになると考える。

今回紹介したツールは世界中の国々で評価をされ、実際に臨床の現場で使用されており、

UHCの実現にも大いに貢献している。3社ともフィリピンの医療サービス向上に貢献するという

大きなモチベーションを持っている。日系企業とも連携しながらヘルスケア課題を解決していく

ことはアジア健康構想推進の柱。フィリピン大学をはじめ多くの医療機関の皆様にぜひ実際

に使用いただきたい。今後もフィリピン保健省と連携しながらフィリピンの医療サービスの拡充

に貢献していきたい。
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 ICT 遠隔医療サービスを提供するための運用組織及び IT

基盤等に関する検討  

 日比間の連携アイデア 

① 連携アイデアの基本整理 

今後の日本とフィリピン間の ICT 遠隔医療における連携の方向性について検討すべく、前

述したカンファレンスの第二部「ICT 遠隔医療に関する今後の連携に向けて」では連携アイ

デアのプレゼンテーションを行った。フィリピン大学・フィリピン総合病院の Dr.Raymond 

Francis R.Sarmiento 氏から説明いただいた「National Telehealth Center の現状と将来的側面」の

内容を踏まえ、意見交換を実施し、今後の連携可能性について認識共有を図った。本節では、

展示会実施結果を踏まえた今後の連携イメージの内容について整理する。 

はじめに、ICT 遠隔医療に関する日本とフィリピンとの今後の連携に向けて検討をするに

あたっては、日本政府とフィリピン保健省との間で締結された協力覚書に基づき、ICT 遠隔

医療の推進に寄与するための連携方策を議論するという位置づけのもと対話を実施した。具

体的には、連携アイデアを軸に、事務局のファシリテーションの進行によりフィリピン側

（DOH、PGH）日本側（内閣官房、有識者）との間で意見交換を行った。 

 

図表 5-1 連携アイデアの位置付け 

 

 

ICT 遠隔医療の活用推進に寄与する日本とフィリピンとの連携により期待される効果とし

て大きく 3 つの視点に整理した。1 つ目は医療過疎地への質の高いサービス提供、2 つ目はデ

ータ共有による効果的なサービスの提供、3 つ目は予防・慢性疾患の重篤化の阻止である。そ

れぞれの視点に対して想定される効果を一例として下図に整理した。 

  

医療過疎地への質の

高いサービスの提供

データの共有による

効果的なサービスの提供

予防・慢性疾患の

重篤化の阻止
１ ２ ３

日本国内閣官房健康・医療戦略室、日本国厚生労働省及び日本国経済産業省

とフィリピン共和国保健省との間のヘルスケア分野における協力覚書

ICT遠隔医療の推進に寄与するユースケースの有効性の把握

フィリピンにおけるICT遠隔医療の推進効果

今後の連携に向けた可能性の模索・対話

フィリピンにおける医療課題解決に寄与する連携
連携アイデア

を軸に議論
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図表 5-2 ICT 遠隔医療推進による効果（一例） 

 

 

日本とフィリピンにおける ICT 遠隔医療における連携を検討するに当たり、日本が有する

ICT 遠隔医療のサービスを活用することで、フィリピンにおける今後の ICT 遠隔医療の推進

に寄与することに主眼を置いて議論を進めた。展示会を介して紹介した 3 つの ICT 遠隔医療

ユースケースは、前述した ICT 遠隔医療推進による効果とフィリピンにおける医療課題解決

に寄与するものであるという前提により連携アイデアを作成した。 

 

図表 5-3 紹介したユースケース活用・導入によるメリット 

 

 

また、近視眼的な ICT 遠隔医療のサービスの導入が目的ではなく、中長期的な展望を描き

つつ、確実に取組が継続的かつ前進できるような枠組みを想定したうえで、段階的な議論が

重要であるとの考えに基づき下図のような ICT 遠隔医療の普及に向けた連携フェーズを例示

した。 

  

✓ 地方部の医療従事者、特に専

門医不足への対応

✓ 地域における医療格差の是正

に寄与

✓ 患者情報のデジタル化が促進

✓ データの見える化、共有化が簡

便になる

✓ 医療関係者間で有機的な連携

が可能となり、効率的なサービス

提供を実現

✓ 遠隔でのサービス提供により、

患者にとっての利便性が向上

✓ 患者の状況を定量的に把握す

ることで、病気の予防や慢性疾

患の重篤化の阻止につながる

医療過疎地への質の

高いサービスの提供

データの共有による

効果的なサービスの提供

予防・慢性疾患の

重篤化の阻止
１ ２ ３

◼ スマートフォンにアタッチメントのカメラを装着し、画

像を遠隔地の専門医に転送して診断を行う

◼白内障・結膜疾患・緑内障等、失明の原因とな

り得る眼科疾患の診断に活用可能

◼胎児モニターを用いて、胎児心拍・子宮

収縮等のデータを計測して、Bluetooth

でアプリに転送することができる

◼遠隔地から診断・指示が可能

◼ セキュリティが保護された医療関係者間コミュニケー

ションアプリ「Join」で、病院内外で画像を共有でき

る

◼専門医が不在でも、遠隔地の医療機関の医師との

やり取りによって症例の把握・診断を行うことが可能

①

医療過疎地への質の

高いサービスの提供

②

データの共有による効

果的なサービスの提供

③

予防・慢性疾患の重

篤化の阻止

ユースケース

ユースケース

ユースケース
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図表 5-4 ICT 遠隔医療の普及に向けた段階的な連携（案） 

 

 

② Phase1について 

中長期的な展望を示したうえで、医療現場でのユースケースの有用性を総合的に検証して

いくために Phase1 医療現場での有用性の検証では、大きく 4 つのステップを日本とフィリピ

ンのステークホルダーの連携で取組の推進が期待される。なお、各ステップを実施・試行す

るうえでは、ステップごとの主な実施主体の特定と関連するステークホルダーにとってのメ

リットを共有しながら取り組むことが肝要である。 

 

図表 5-5 Phase1：実現に向けたステップ（案） 

 

 

発展シナリオ（２～４年）直近シナリオ（１～２年）

医療現場でのユースケースの

有用性の検証

遠隔医療サービスでの活用の

検討・効果検証

地域ごとの

サービス提供体制の検討

✓ユースケースの有用性把握に向けた情報

連携

✓ユースケースを医療サービスとしての活用

に向けた臨床フィールドでの連携

✓ フィリピンでの効果検証

✓ FDA認証取得のうえで、PGHの該

当診療科に導入

✓ PGHの診療科を超えて、遠隔医療

の場で使うための具体的なオペレー

ションの検討や導入効果の検証

✓ PGH等の中核病院をハブとした、

地域ごとの包括的なサービス提

供体制の検討

Phase１

Phase２

Phase３

フィリピンでの臨床現場での効果検証

UHC達成(地域医療格差の是正)

遠隔医療ネットワーク構築

中長期的展望を枠組みの中で認識共有を図りながら、

近視眼的な実務的アクションで連携する

STEP１

STEP２

STEP３

STEP４

✓ 各ユースケースの有用性の把握

✓ 医療現場からの要望に応じた連携体制の構築

✓展示会

✓カンファレンス等

✓該当診療科での試用

✓ フィリピンでのユースケース効果検証

✓ 臨床現場でのユースケースの活用
✓ユースケースの導入

✓対象医療機関の拡大

✓内部研修の実施

✓運用方法の検討及び

効果の検証

※ *FDAの取得についてはユースケース企業側で実施

現在

実施アクションのイメージ 具体的取組（一例）
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STEP2 では、ユースケース企業とフィリピンにおける特定の医療機関（PGH の該当する診

療科含む）が連携し、臨床上での実用性を検証していくことが、医療現場でのユースケース

の有用性把握に向けた第一歩であり、日本政府とフィリピン保健省との間で締結された協力

覚書の大きな枠組みに基づき推進されるべきアクションである。 

 

図表 5-6 Phase1：STEP2 の進め方イメージ 

 

 

 

③ Phase2について 

中期的展望に位置付ける Phase2 においては、診療科でユースケースを実運用する上での留

意点や導入効果など、現場での具体的な気づきを把握することを想定した。そのうえで、他

医療機関に向けてその有用性とサービス提供体制及びオペレーションの留意事項を発信し、

医療機関同士での ICT 遠隔医療ネットワークを構築することを意図している。 

例えば、地域中核病院（PGH・NTC）にてユースケースの活用方法を検討し、医療現場で

の導入によって把握された気付きを整理、一連の検証結果をモデルケースと称して他医療機

関に対して発信するイメージである。 

Phase2 を整理することで、直近で取り組むイメージの Phase1 と、後述する長期的展望の

Phase3 との繋がりを見出している。 

 

眼 科 産婦人科 脳神経外科
（急性疾患を扱う診療科）

OUI Inc.
Smart Eye Camera
（アタッチメント式眼科疾患診断デバイス）

Melody International
iCTG（分娩監視装置）

Allm
Join
（医療関係者間コミュニケーションアプリ）

当直医師をサポートするにあ

たり、非番の医師が医療機

関に移動せずに連携ができ

る診療科のサービス体制

導入しやすい低廉な機器・

デバイスを介した計測データ

のやり取り

診療現場での想定利用シーンの検討
（オペレーションの観点や導入効果の対外的な発信に向けた情報の蓄積）

臨床連携からサービス導入の道筋を

連携関係構築の中で見出していく

PGHの各診療科 ユースケース企業

ユースケースへの理解促進に向けた情報連携
（デバイスの貸与、他国での導入プロセス等の情報連携）

臨床における有用性の把握に関する連携
（フィリピンの医療機関からの要望に応じた連携体制の構築）
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図表 5-7 Phase2：実現イメージ 

 

 

Phase2 を進めていくにあたっては、フィリピンの既存の遠隔医療サービスや医療提供体制

との連携ができると、既存の医療政策との整合性があるため実現可能性が高まるほか、既存

のサービスとの相乗効果を生むことも期待できる。フィリピンで既に導入されている遠隔医

療サービスの一つとして RxBox がある。RxBox は、フィリピン科学技術省がフィリピン大学

と共に開発した遠隔医療機器で、血圧モニター、酸素濃度計、心電図、胎児心拍モニター、

陣痛計、体温計といった医療センサーを備えている。遠隔地であっても、RxBox に備え付け

られた医療センサーを使い、データを電子カルテとして地域健康情報追跡システム(CHITS)に

蓄積・報告することで、PGH の臨床専門医から助言を得ることができる。RxBox は現在約 150

の市町村の一次医療機関に配布されているほか、新型コロナウイルス感染防止のため、都市

部にも 200 台の RxBox の導入が進められている。PGH および他医療機関との連携にあたっ

て、以下の図表のように RxBox の機能拡張を組み合わせたシナリオに基づいて議論ができる

と、既存医療施策との整合を図ることができ、より効果を生み出しやすい展開が期待できる

と考える。 

 

図表 5-8 Phase2：RxBox 機能拡張検討アイデア 

 

PGH・NTC
遠隔医療での
使用法の検討

他医療機関

OUI Inc.
Smart Eye Camera
（アタッチメント式眼科疾患診断デバイス）

Melody International
iCTG（分娩監視装置）

Allm
Join（医療関係者間コミュニケーションアプリ）

導

入

遠隔医療サービスでユースケースを

活用するにあたっての検討ポイント例

 National Telehealth Centerとの連携

 外部医療機関との連携

 実際にサービスを提供するスタッフ等のオペレーション

（どの機関のどの所属のスタッフが提供するか等）

遠隔医療の場で使うための具体的なオペレーションの

検討や導入効果の発信
他医療機関

他医療機関

RxBox

フィリピン大学病院 他医療機関（ Rural Health Unit ）

✓ 医療サービス水準の向上

✓ 地域医療連携拠点としてのPGHの位置

付けを確立（Rural Health Unit との遠隔
医療連携により）

✓ 医療リソースの補完（専門医不足、人

員不足）

✓ ITインフラが脆弱な地域での遠隔医療

サービス実装

✓ 地域間医療格差の解消

機能拡充によりRxBoxの有用性が更に向上

導入メリット
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④ Phase3 について 

長期的展望に位置付ける Phase3 は、地域の中核病院を HUB とした、都市圏ごとの包括的

な ICT 遠隔医療サービスの提供体制・ネットワーク構築に寄与するシナリオとして整理した。

その中で都市部主要医療機関としての位置付けられる PGH・NTC が、ICT 遠隔医療の地方部

医療機関への拡張的な普及に貢献することで、フィリピン全体の医療サービスの向上、ひい

てはフィリピン民の医療アクセスの向上に寄与され、UHC（ユニバーサル・ヘルスケア・カ

バレッジ）の実現に繋げていくことが期待される。 

 

図表 5-9 Phase3：実現イメージ 

 

  

地域一次医療機関（RHU）
地域一次医療機関（RHU）

地域一次医療機関（RHU）

地域一次医療機関（RHU）

二次医療機関

三次医療機関

先端基幹病院

地域一次医療機関（RHU）

都市部主要医療機関の

Telemedicine Centerによる

ICT遠隔医療の地方部医療機関

への拡張的な普及に寄与

都市部医療機関に向けて提供すべき

テクニカルサポート

✓ 地方部医療従事者とのD2Dコミュニケーション

✓ 地方部の医療リソースの補完

✓ 地方部医療機関の医療サービス水準の向上

✓ 地方部医療機関での遠隔医療サービス実装
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 今後の展望 

① アジア健康構想に基づく施策アクションの振り返り 

本調査事業で実施した展示会、カンファレンスに加え、令和 3 年度調査事業として展開さ

れている「海外展開を視野に入れた『ICT デバイスを活用したスマートヘルスケアシティ』

のモデル策定等に関する調査」及び「ICT デバイス、ソフトウェア等を活用した遠隔医療の

在り方をテーマとするオンライン国際カンファレンス運営支援業務」をはじめとしたアジア

健康構想の調査事業が継続して行われてきた。 

令和 2～3 年度にかけて展開されているアジア健康構想の枠組みによる施策アクションは、

日本政府とフィリピン保健省との間で締結された協力覚書に基づき、相互の ICT 遠隔医療の

推進に寄与するための継続的な対話機会を醸成するものである。 

対話の機会醸成とは、日本とフィリピンの両国が共通して抱える医療課題と課題解決に寄

与する医療施策の取組状況、有効な個別ソリューション（ユースケース）を双方で理解し合

うことから始まるものである。そのうえで、日本側のユースケース企業として対象国である

フィリピンのヘルスケア市場への展開意欲を確認しつつ、連携パートナーとなる現地カウン

ターパートが対話を介して関係性を構築できる性質であることが有効である。 

これまでの施策アクションの成果を鑑みた場合、今後の実践フェーズにおいて、どういっ

た展望を描くことができるのか大きく 3 つに大別することができる。 

 

② 今後の展望 1：政府間で構築された関係性の枠組みの発展的な活用 

これまで日本とフィリピンの政府間により協力関係構築に資する取組を展開してきた。協

力関係の枠組みのもと、日本企業とフィリピン現地の医療機関との間でパートナー関係を構

築することや臨床連携に向けた個別の協議が行われることが期待される。 

他方で、フィリピン現地の医療機関をはじめとする関係機関が両国の政府間で交わされた

連携関係・ICT 遠隔医療推進により目指す姿（UHC の実現、医療水準のさらなる向上）とい

う大きな枠組みの中で、民間企業が有するサービス導入・ビジネス展開の対話が繰り広げら

れる状況を持続させることが極めて重要であると考える。 

 

③ 今後の展望 2：施策から事業化の橋渡しとなるゲートウェイ機能 

前述した通り、これまで展開してきているアジア健康構想の枠組みによる施策アクション

は、ICT 遠隔医療の推進に寄与するための連携に向けた継続的な対話の機会醸成である。言

い換えれば、フィリピン現地において ICT 遠隔医療の推進に向けたステークホルダーが出会

い・関係性を構築するゲートウェイ機能と捉えることができる。しかし、対話・関係性構築

というのは一連の取組におけるスタート地点であり、重要なのは実際に地域医療サービスと

してインパクトを生み出し、それにより医療課題の改善に寄与することである。 

そういった意味では、アジア健康構想による取組でつながったステークホルダー同士がパ

ートナーシップを構築したうえで、実践・試行することがインパクトを生み出す契機となる。

アジア健康構想による取組をゲートウェイに位置付けるのであれば、日本の各省庁の展開し

ている事業化支援施策を活用することがその次のアクションの 1 つと捉えることができ、施

策から事業化のアクションの橋渡しを各省庁に向けて働きかけることが肝要である。 
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④ 今後の展望 3：ユースケースの継続的な発信 

日本国内における ICT 遠隔医療サービスの取組を継続的に関係機関等と共有し、我が国に

おけるスマートヘルスケアの取組拡張に向けた機会醸成を図ることが求められる。また、フ

ィリピンを筆頭とした協力覚書を締結している他国に対してもユースケースに関する情報を

発信し、現地機関との対話の機会を醸成し、それぞれのユースケースの活用機会を産官学連

携で模索することで、持続的な連携機会を醸成することが可能と考える。 

 

 

 


